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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年9月8日(2016.9.8)

【公表番号】特表2015-529263(P2015-529263A)
【公表日】平成27年10月5日(2015.10.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-062
【出願番号】特願2015-530279(P2015-530279)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5313   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3492   (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   3/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   3/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   7/295    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   67/02     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5313   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/3492   　　　　
   Ｃ０８Ｌ   51/04     　　　　
   Ｈ０１Ｂ    3/42     　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｂ    3/30     　　　Ｎ
   Ｈ０１Ｂ    7/34     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月20日(2016.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
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【表３】

　以下、本明細書に記載の種な発明について列記する。
（１）　（ａ）２０～９３．９重量％の少なくとも１つのコポリエーテルエステルと、
　（ｂ）５～３０重量％の少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤と、
　（ｃ）０．１～２０重量％の少なくとも１つの窒素含有化合物と、
　（ｄ）ゴム状コア及び外側シェルを有し、前記コアは、アクリレート、メタクリレート
、又はこれらの混合物から生成され、且つ、前記外側シェルは、ビニル系ホモポリマー又
はコポリマーを含む、１～３０重量％の少なくとも１つのコア／シェルポリマーと、
を含み、
組成物に含まれる全成分の総重量が１００重量％となり、
前記少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤は、式（ＩＩＩ）
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【化７】

のホスフィナート、式（ＩＶ）

【化８】

のジスホスフィナート
（Ｒ1及びＲ2は、同一又は異なり、且つ、Ｒ1及びＲ2はそれぞれ、水素、直鎖型、分岐型
、若しくは環状のＣ1～Ｃ6アルキル基、又はＣ6～Ｃ10アリールであり、Ｒ3は、直鎖型又
は分岐型のＣ1～Ｃ10アルキレン基、Ｃ6～Ｃ10アリーレン基、Ｃ6～Ｃ12アルキル－アリ
ーレン基、又はＣ6～Ｃ12アリール－アルキレン基であり、Ｍは、カルシウムイオン、ア
ルミニウムイオン、マグネシウムイオン、亜鉛イオン、アンチモンイオン、スズイオン、
ゲルマニウムイオン、チタンイオン、鉄イオン、ジルコニウムイオン、セリウムイオン、
ビスマスイオン、ストロンチウムイオン、マンガンイオン、リチウムイオン、ナトリウム
イオン、カリウムイオン、及びこれらの組み合わせから選択され、且つ、ｍ、ｎ、及びｘ
はそれぞれ、１～４の同一又は異なる整数である）及びこれらの組み合わせ又はポリマー
からなる群から選択される少なくとも１つを含む、熱安定性が改善した難燃性コポリエー
テルエステル組成物。
（２）　前記少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤は、アルミニウムメチルエチ
ルホスフィナート、アルミニウムジエチルホスフィナート、次亜リン酸アルミニウム、及
びこれらの組み合わせ又は２つ以上からなる群から選択される、（１）に記載の難燃性コ
ポリエーテルエステル組成物。
（３）　前記少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤は、アルミニウムメチルエチ
ルホスフィナート又はアルミニウムジエチルホスフィナートである、（２）に記載の難燃
性コポリエーテルエステル組成物。
（４）　前記窒素含有化合物は、（ｉ）メラミンシアヌレート、（ｉｉ）メラミンの縮合
生成物、（ｉｉｉ）リン酸とメラミンの反応生成物、及び（ｉｖ）リン酸とメラミンの縮
合生成物との反応生成物からなる群から選択されるか、又は、前記少なくとも１つの窒素
含有化合物は、メラミンシアヌレートである、（１）～（３）のいずれか一項に記載の難
燃性コポリエーテルエステル組成物。
（５）　３０～８５重量％の前記少なくとも１つのコポリエーテルエステルと、７．５～
２５重量％の前記少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤と、１～１５重量％の前
記少なくとも１つの窒素含有化合物と、１～２０重量％の前記少なくとも１つのコア／シ
ェルポリマーと、を含む、（１）～（３）のいずれか一項に記載の難燃性コポリエーテル
エステル組成物。
（６）　４０～７０重量％の前記少なくとも１つのコポリエーテルエステルと、１０～２
５重量％の前記少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤と、２～１５重量％の前記
少なくとも１つの窒素含有化合物と、５～２０重量％の前記少なくとも１つのコア／シェ
ルポリマーと、を含む、（５）に記載の難燃性コポリエーテルエステル組成物。
（７）　（１）～（６）のいずれか一項に記載の難燃性コポリエーテルエステル組成物か
ら形成される少なくとも１つの構成部品を含む物品。
（８）　モーター付き車両部品及び電気／電子装置から選択される、（７）に記載の物品
。
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（９）　前記物品は、絶縁電線及び絶縁ケーブルから選択され、好ましくは、前記絶縁電
線及び前記絶縁ケーブルは、（１）～（６）のいずれか一項に記載の難燃性コポリエーテ
ルエステル組成物から形成される１つ以上の絶縁層及び／又は絶縁カバーを含む、（７）
に記載の物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）２０～９３．９重量％の少なくとも１つのコポリエーテルエステルと、
　（ｂ）５～３０重量％の少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤と、
　（ｃ）０．１～２０重量％の少なくとも１つの窒素含有化合物と、
　（ｄ）ゴム状コア及び外側シェルを有し、前記コアは、アクリレート、メタクリレート
、又はこれらの混合物から生成され、且つ、前記外側シェルは、ビニル系ホモポリマー又
はコポリマーを含む、１～３０重量％の少なくとも１つのコア／シェルポリマーと、
を含み、
組成物に含まれる全成分の総重量が１００重量％となり、
前記少なくとも１つの、ハロゲンを含まない難燃剤は、式（ＩＩＩ）
【化１】

のホスフィナート、式（ＩＶ）
【化２】

のジスホスフィナート
（Ｒ1及びＲ2は、同一又は異なり、且つ、Ｒ1及びＲ2はそれぞれ、水素、直鎖型、分岐型
、若しくは環状のＣ1～Ｃ6アルキル基、又はＣ6～Ｃ10アリールであり、Ｒ3は、直鎖型又
は分岐型のＣ1～Ｃ10アルキレン基、Ｃ6～Ｃ10アリーレン基、Ｃ6～Ｃ12アルキル－アリ
ーレン基、又はＣ6～Ｃ12アリール－アルキレン基であり、Ｍは、カルシウムイオン、ア
ルミニウムイオン、マグネシウムイオン、亜鉛イオン、アンチモンイオン、スズイオン、
ゲルマニウムイオン、チタンイオン、鉄イオン、ジルコニウムイオン、セリウムイオン、
ビスマスイオン、ストロンチウムイオン、マンガンイオン、リチウムイオン、ナトリウム
イオン、カリウムイオン、及びこれらの組み合わせから選択され、且つ、ｍ、ｎ、及びｘ
はそれぞれ、１～４の同一又は異なる整数である）及びこれらの組み合わせ又はポリマー
からなる群から選択される少なくとも１つを含む、熱安定性が改善した難燃性コポリエー
テルエステル組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の難燃性コポリエーテルエステル組成物から形成される少なくとも１つ
の構成部品を含む物品であって、前記物品は、絶縁電線及び絶縁ケーブルから選択され、
前記絶縁電線及び前記絶縁ケーブルは、請求項１に記載の難燃性コポリエーテルエステル
から形成される１つ以上の絶縁層及び／又は絶縁カバーを含む物品。
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